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（メッセージ） 

 私たちはこれまでに低分子量 G 蛋白質の M-Ras, RhoD, RhoT (RhoJ), Rab34，そして Ras/ 

M-Rasの標的蛋白質として DA-Raf1を同定してきました．これまではこれらの蛋白質の細胞

機能を明らかにし，さらにそのシグナル伝達機構を解明することを中心に研究を行ってきま

した．現在は，特に間葉系細胞から種々の細胞への決定と分化，およびマウスの発生過程で

の形態形成や骨格筋の再生過程におけるこれらの蛋白質の機能とその分子機構の研究を進め

ています． 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

骨格筋細胞の分化・脱分化やマウス骨格筋の再生に関連した実験技術． 

当研究室で同定した低分子量 G蛋白質M-Ras, RhoD, RhoT, Rab34および DA-Raf1. 

 


